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[呂釣]

骨粗懇疲の予防と治療は高齢化れ念、主主にすすむ現在も。とも3重要な医学的議長認め Aつである。 骨組

慾症の臨床研究における困難さの一つは、骨量やその変化、あるいは栄養指導・波動指導、薬物療法

;こ対する反応殺がf闘争車問で大きく自然なることからもたらされる。これらの倒体遣をの根底に潜むメカニ

ズムを事長突し、 R:H量していくことが、これからの脅主主務委主診療が前進していくために必要である。

我々は務総績を対象とするカルシウムバランススタディ…li:2度にわたうて行い、高齢者におけるカ

ルシウム必襲警畿を求めた。これらの総燃は高齢者における l臼カルシウム必要喜怒が現在、日本におけ

るRDAよりも多いことをしめすとともに、高カルシウム食を摂取した場合<:も、カjレンウム吸収が機

加しない…畿の築思があることを示した。本研究では、妥結齢者におけるカルシウム吸収の裳をもたら

す涼尽を号制定務総連遺伝子の多綴銭安思いて探究した。さき宇'1J(7)言f留では豪華ロカルシウム負荷テスト(7)

結果と傍代謝隊違遺伝子の若手滋燃との穏速を検討するそ予定であった。しかしながら、変員との協畿で、

カルシウムバランス法で得られるカルシウム吸収の際会いと経口カルシウム災椅テストの結巣得られ

るデータについては未知の部分が多いことが指摘された。このため、計断念変更し、今回の検討<:は

カルシウム代績の一面をN.堅実し、すき級事室長E治療薬滋択においても重要なま官事撃となる、尿ホカルシウム

と符代泌総i準i童伝子多重2との線道義を検討した。

[方法]

関豪華後女性の集留について、主手事立空2室善寺3こヂ署長誌・採長去をおこない、一斉支検査に加えて食代議;マー

カー(血中オステオカルシン、 E京中デオキシピリジノリンなど〉を測定した。また、緩機'診療還をを

dual energy X四rayabsorptiometryで測定したo対象造営のDNAをもちいて、ビタミンD受容体、エストロゲ

ン受増益体、副甲状腺ホルモン、カルシトニン、アポリポ蛋白質については陪striction企agmentlength 

polym明記踊〈まFLP)で、インタ}ロイキン長、カルシウム感受?咲きを孝子体、カルシウム絞令薮也氏

マトリックスグラE菱自重要などについてはマイタロザテライト多選後をもちいて遺伝子澄をま是認した。
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[結果}

上認の若手滋伎には長支中カルシウム務iiま蚤と海雪量ごと秘義還をぎ寺つものは言言、められなかった。そこで、、エ

ストログン告を毒事終<<(1)ヱタソン 4P号iこsingle-s釘'andconfromatio関 Ipolymorphism (SSCp) を潟いてゑ織

した新たにえ似したー塚蒸君主役多型?生([g])をも1ういてます議長の滋伝子裂を決乏し、骨量やす号代議;マー

カ一、長主的カルシウム排後輩との伺逮を検討した。その総然、この義宣伝子裂で層別したグルーブ闘で

波中カルシウム殺に有慾な組関が認められた(荻)。

図1

codon 325CCC -CCG 

[結論]

表 1 Iスト口ゲン告を議{本αのヱクソン4の一塩基多型と
をま種パラメータ…

MM  M閥 mm 
{除溺81) (，義者お131) (=93) 

a吾e 66.6令9.脅6 f>6，6;tJ声.82 66.1+9.27 n.s 
y岨n;afte. 

14.7が‘3m<n句協Z 14.7，砂1註 15.1+7.2 n.s 

BH 14~色 .々7.2 150，5.が1 149.7+6.5 n.s 

話W 50.9+8.5 51，1令書3 49，5+7，1 n，s 

誌を注目PτE 34.9土13，窃 36，5士14.4 主7，7<ト13，2 n.s 

i湿担ctOC 7.9(1φ4，51 7.72;ト瓦82 払17+4.82 n.s 

u.Dpyr. 7.36+2.39 7.23令3.33 7.39+2.69 n.s 

む岨CuJCre 0，247+0.158 0，227ψ0，113 0，20暁!:(1.105 p<O，05 

表2 工ス卜口ゲン受容体αのコιクソン4の…塩基多型と
骨量

MM  Mm  mm 
(n;81) {を出132) (益事93)

L2無4BIほD 0.899十乱201 。'.8型事土jl.170 0，913+0，205 n.s 
A酔m."出 d% 97，7+20，1 堅生7，ト18，1 100，4主20，2 n.S 
(Ll-4) 

EぷZ・4BMD .0.170+1，4音書 .0.052+1，341 立023+1，534 n.s z.紙W海
TotalBMD 邑空守晶.0，114 Q，954:tJO.0苦S 0，955時，112 n.s 
TotalB討D

0.312土1.114 100.皐土12.2 101.3:士1)，2 n.s 
乞釜民間

Ae危機材品品物
102.6+9.4 0.20指.(1，901 0，1若年主1.070 n.s (T，総局

T凶量18MD 0.247.士0，158 0.227士0，113 0.200叫，105 n，s Z氏。問

閉経後女性のカルシウム代謝においてよLストロゲンとその受容体が重要な役劉をはたしていること

が示唆された。
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